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１-（１）史跡岐阜城跡山上部発掘調査開始について            

山上部の発掘調査開始について  

（１）史跡岐阜城跡整備基本計画について 

 ・現在『史跡岐阜城跡整備基本計画』のパブリックコメント 

を実施中。本計画は斎藤道三公、織田信長公の居城であり、  

日本遺産の主要な構成文化財でもある岐阜城跡を 

保存・活用するための具体的な計画を示している。 

その中で山上部の発掘調査を重点事業に位置づけた。 

 

⇒山上部整備へ向けての新たな一歩。 

 

 

（２）昨年度の調査 

・昨年度は一ノ門と天守周辺の２箇所で調査を実施。 

一ノ門は斎藤道三公によって築かれたこと等が明らかに 

なった。 

 

 

（３）今年度の調査の目的 

・今年度は一ノ門と天守東側の２ヶ所で調査を実施。 

（対象面積合計約 250㎡） 

 

→一ノ門は、昨年度の調査で門の柱を据え付けた痕跡を 

確認。今年度さらに調査を行い、門の構造解明を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査位置 

天守東側 

一ノ門 

一ノ門（昨年度の調査の様子） 

山上部整備イメージ図 
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→天守東側は、大正期の絵葉書に石垣が築かれていた様子が 

写っている。調査では石垣の痕跡を調べ、 

石垣の構造や築造時期に迫る。 

 

⇒斎藤道三公や織田信長公が築いた本当の岐阜城の姿を 

知ってもらいたい。 

 

・調査の様子は「岐阜城跡発掘調査」Twitter で随時紹介。 

 （令和元年 10月に開設） 

〔光秀うーたん〕、〔信長うーたん〕、〔道三うーたん〕の 

うーたん 3人衆が岐阜城跡に関する情報をリアルタイムで 

発信しているので、ぜひご利用いただきたい。 

 

 

 

 

 

（４）調査期間 

 本日、令和３年 10月 29 日（金）から 1月中旬までの予定。 

 【作業日時】 

  平日 9:15～15:45 雨天中止 

  ※土・日・祝日休み 

 

 

（５）作業の見学について 

 ・発掘現場は登山道から見学が可能。 

・岐阜公園内の発掘調査案内所で当日の調査予定をご案内。見学前にあらかじめご確認 

頂きたい。 

・見学の際は新型コロナウイルス感染症対策のため、マスクの着用及び間隔をあけての見学を 

お願いする。 

 

☞成果については、調査結果を待って報告させていただく。 

 ・多くの人に成果を知っていただくため、オンラインでの公開も検討中。 

天守東側の現況 

天守東側に築かれていた石垣 

（岐阜市歴史博物館蔵絵葉書『岐阜古城址天守閣』） 


